
　　　　

2024 年 7 月 18 日

9 時 0 分 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

夏祭り・プール遊び・外出体験・ハロウィンパーティー・クリスマス会・節分などを実施予定。
※来年度以降はさらに年間行事を増やす予定。

（別添資料１）

家族支援

放課後等デイサービスに関わる相談のみならず、社会福祉士がご本人様・ご家
族様の障害福祉サービスや介護保険サービスなど多面的な相談支援を提供し、
各関係機関と連携を図りながら支援提供を行う。

移行支援

ご本人様・ご家族様のニーズに応じ一般就労・福祉就労などへ円滑にサー
ビス移行を行えるようアセスメントを徹底し、希望する進路へ進めるよう
支援を行う。

地域支援・地域連携

各イベントなど地域住民が参加できるような催しを開催し、放課後等デイサー
ビスを広く知ってもらい災害時や緊急時の有事の際に円滑に地域との連携を図
るとともに、子どもたちが地域の一員として認知してもらえるように努める。

職員の質の向上

虐待防止研修等の義務研修のみならず、各職員の知識向上を目的に強度障
害支援者研修・社会福祉主事任用資格・精神保健福祉士等の公的・国家資
格の取得を推進し、福祉職としての資質向上を目指す。

支　援　内　容

・心身の健康状態の把握（毎回体温測定・学校との連携による本人を取り巻く環境・心身状況の把握）
・生活リズムの安定（苦手なことや本人の課題となる部分についてじっくり向き合い繰り返し支援することによる安定化）
・SST を通して基本的な生活習慣を身に付ける。

・新聞レースやイーカーポックポンカイなど身体を動かすプログラムを行い運動機能を向上させる。
・外遊びによるストレス発散や情緒の安定

本
人
支
援

・ご本人・ご家族に対する不安や悩み・障害福祉サービスの利用に関する相談など多面的な相談支援による不安軽減
・手作りスクイーズを用いた物質の変化と感覚の把握及び認知形成
・ルール遊びによる順番や他者との適切な関わり方を学ぶ認知形成

・個別・小集団での障害の特性に応じた読み書き支援（学校・保護者との連携を行い本人に合った学習体制の構築）
・ことばあそびなどのSST を通した適切なコミュニケーション形成

・アタッチメント形成（自身の気持ちの振り返り・抱いている感情の受容）
・ごっこ遊びを通した他者の気持ちを推察する機会の提供

支援方針

・子どもたちの個性に寄り添い次のステップに進めるように支援を行う。
・自尊心・自己肯定感を大切にし、生まれてきてよかったと自覚してもらう。
・できることを大切にし、その子の得意な部分を伸ばす支援を行う。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 子どもたちの人生において「つぎに繋がるかけはしになりたい。」

事業所名 放課後等デイサービス　かけはし 作成日支援プログラム（参考様式）


